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　去る2月19日（木）に品川プリンスホテルに於いて、全国から116会
員の皆様に出席して頂き、平成26年度通常総会並びに創立50周年記念式
典が開催されました。

平成26年度通常総会並びに協会
創立50周年記念式典開催される
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１
．
開
会
の
こ
と
ば

　

�　

石
田
副
会
長
よ
り
開
会
の
挨
拶

　
　

�２
．
佐
々
木
会
長
の
挨
拶

　

�　

年
度
末
の
大
変
お
忙
し
い
中
、
多
く
の

方
々
に
ご
出
席
を
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
日
頃
は
当
協
会
の
活
動
に
対
し
ま
し

て
、
多
大
な
ご
理
解
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま

す
こ
と
を
、
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

�　

先
程
、
石
田
副
会
長
よ
り
ご
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
よ
う
に
、
当
協
会
は
昭
和
40
年
に
社

団
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
、
皆
様
の
支
え
を

も
っ
て
今
年
で
50
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き

年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

�　

本
日
は
、
通
常
総
会
の
後
、
日
頃
よ
り
ご

指
導
を
賜
っ
て
い
る
国
土
交
通
省
を
は
じ

め
、
自
動
車
関
係
諸
団
体
の
代
表
の
方
々
に

ご
臨
席
賜
り
、
「
50
周
年
記
念
式
典
」
並
び

に
「
祝
賀
会
」
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
最

後
ま
で
お
付
き
合
い
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
�　

昨
年
度
の
自
動
車
産
業
を
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、
２
０
１
４
年
の
新
車
販
売
台
数
は

５
５
６
万
台
（
前
年
比
＋
３
・
５
％
）
で
ま

ず
ま
ず
の
結
果
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
３
年
連
続
の
５
０
０
万
台
超

え
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
全
体
に
占
め
る

軽
自
動
車
比
率
は
税
制
面
の
優
遇
に
よ
り

40
％
超
え
に
な
っ
た
こ
と
が
特
筆
す
べ
き
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

�　

今
年
に
関
し
ま
し
て
は
、
軽
自
動
車
税
の

引
き
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
一
方
、
消
費

税
の
引
き
上
げ
が
先
送
り
さ
れ
た
こ
と
、
ま

た
、
経
済
が
上
向
き
に
な
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
言
っ
た
期
待
感
も
あ
る
の
で
、
劇

的
に
伸
び
る
と
言
う
こ
と
は
難
し
い
か
と
は

思
い
ま
す
が
、
ま
ず
ま
ず
堅
調
に
推
移
し
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

�　

私
達
、
陸
送
事
業
者
は
基
幹
産
業
で
あ
る

自
動
車
産
業
の
一
員
と
し
ま
し
て
、
生
産
と

販
売
を
結
ぶ
大
変
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
ま
す
。
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
応
え

る
為
に
陸
送
業
界
が
取
り
組
む
課
題
は
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
が
、
我
々
業
界
の
継
続
的
な

発
展
に
向
け
一
歩
ず
つ
着
実
に
活
動
し
て
、

今
後
と
も
進
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

�　

当
協
会
の
こ
の
１
年
間
の
活
動
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、
特
に
本
部
役
員
、
支
部
役
員
そ

し
て
会
員
の
皆
様
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
し
て
、
様
々
な
ご
意
見
を
頂
き
、

「
短
・
中
期
の
活
動
計
画
」
を
策
定
す
る
な
ど

し
て
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

�　

具
体
的
に
は
、
国
土
交
通
省
後
援
の
「
教

育
・
認
定
制
度
」
の
推
進
、
「
陸
送
事
業
概
況

調
査
」
を
通
じ
た
陸
送
事
業
の
経
営
実
態
の
把

握
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
装
置
が
装
着
で
き
な
い
自
走
車
に

関
す
る
高
速
料
金
割
引
の
適
用
、
積
載
車
に
お

け
る
積
み
降
ろ
し
作
業
時
の
安
全
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
、
業
界
会
員
の
皆
様
方
の
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
の
確
立
、
等
に
注
力
し
て
き

た
１
年
で
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

�　

こ
れ
ま
で
様
々
な
活
動
を
し
て
参
り
ま
し

た
が
、
ま
だ
ま
だ
そ
れ
は
活
動
に
入
っ
た
に

過
ぎ
ず
、
結
果
を
出
し
て
い
く
の
は
こ
れ
か

ら
で
御
座
い
ま
す
。

　

�　

粘
り
強
く
活
動
を
し
、
会
員
の
皆
様
が

「
陸
送
協
会
に
加
入
し
て
い
て
良
か
っ
た
」

と
喜
ん
で
頂
け
る
様
な
協
会
で
あ
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

�　

そ
し
て
、
今
年
の
陸
送
協
会
は
50
周
年
と

い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
た
わ
け
で
す
が
、

更
に
こ
の
先
50
年
、
１
０
０
年
と
歩
み
を
続

け
、
陸
送
協
会
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
み

な
さ
ま
と
一
丸
と
な
っ
て
努
力
を
し
て
参
り

た
い
と
い
思
い
ま
す
。

　

�　

こ
の
後
の
総
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
新
年

度
の
事
業
計
画
、
収
支
予
算
、
さ
ら
に
役
員

の
改
選
に
つ
い
て
ご
審
議
頂
く
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

�　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後

と
も
、
日
本
陸
送
協
会
の
活
動
に
対
し
て
一

層
の
ご
理
解
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
冒
頭
の
私
の
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

３
．
議
長
選
出

　

�　

佐
々
木
会
長
に
議
長
の
選
出
が
一
任
さ

れ
、
定
款
第
15
条
の
規
定
に
よ
り
青
木
副
会

長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
た
。

平
成
26
年
度
通
常
総
会
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４�
．
開
会
宣
言
及
び
議
事
録
署
名

人
の
指
名

　

（
１�

）
議
長
か
ら
定
款
第
18
条
の
１
項
の

規
定
で
定
め
る
総
会
の
定
足
数
に
つ

い
て
、
会
員
総
数
７
１
５
会
員
（
う
ち

正
会
員
５
３
２
会
員
）
、
本
日
の
出
席

者
１
１
６
会
員
（
う
ち
正
会
員
95
会

員
）
、
委
任
状
提
出
者
３
０
９
会
員

で
、
正
会
員
出
席
者
数
、
委
任
状
提
出

者
数
の
合
計
が
４
０
４
会
員
と
な
り
、

正
会
員
総
数
の
過
半
数
を
超
え
、
定
款

第
18
条
の
定
め
に
よ
り
本
日
の
総
会
が

成
立
す
る
旨
報
告
。

　

（
２�

）
定
款
第
19
条
２
項
の
定
め
に
よ
り
議

事
録
署
名
に
磯
部
芳
治
氏
及
び
手
塚
俊

雄
氏
が
指
名
。

５
．
議
案
審
議

　
◆ 

第
１
号
議
案 

◆

　

（
１
）
平
成
26
年
度
事
業
報
告

　
　

�　

資
料
に
基
づ
き
寺
門
専
務
理
事
よ
り
事

業
活
動
の
報
告

　

（
２
）
平
成
26
年
度
決
算
報
告　

　
　

�　

資
料
に
基
づ
き
寺
門
専
務
理
事
よ
り
決

算
の
報
告

　

（
３
）
平
成
26
年
度
会
計
監
査
報
告

　
　

�　

田
村
監
事
よ
り
会
計
監
査
を
平
成
27
年

１
月
30
日
（
金
）
実
施
し
、
適
切
に
処
理

さ
れ
て
い
る
旨
の
報
告
。

　
　

�　

議
長
は
、
第
１
号
議
案
の
議
決
に
つ
い

て
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
平
成
26
年
度
事
業
報

告
、
平
成
26
年
度
決
算
報
告
、
会
計
監
査

報
告
は
原
案
通
り
満
場
異
議
な
く
承
認
。

　
◆ 

第
２
号
議
案 

◆

　

（
１
）
役
員
の
改
選

　
　

�　

議
長
は
、
任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
改

選
が
行
わ
れ
る
旨
報
告
。

　
　
　

退
任
理
事
７
名
・
監
事
１
名
を
紹
介
。

　
　

・
佐
々
木　

良
一　

理
事

　
　

・
石
田　

定
雄　
　

理
事

　
　

・
遠
藤　

健
嗣　
　

理
事

　
　

・
須
藤　

敏
文　
　

理
事

　
　

・
伊
勢
谷　

正
男　

理
事

　
　

・
末
永　

浩
毅　
　

理
事

　
　

・
故��

針
生��

忠
二��

理
事

　
　

・
田
村　

慎
一　
　

監
事

　

（
２
）
新
役
員
紹
介　

　
　
　

新
任
理
事
７
名
・
監
事
１
名
を
紹
介

　
　

・
板
坂　

克
則　

�

理
事

　
　

・
甲
田　

良
憲�　

理
事

　
　

・
横
井　

英
雄�　

理
事

　
　

・
三
浦　

麗
子　

�

理
事

　
　

・
加
藤　

敦
子　

�

理
事

　
　

・
石
田　

俊
彦�　

理
事

　
　

・
鶴　

雅
之　
　

�

理
事

　
　

・
細
谷　

貞
治　

�

監
事

　
　

�　

議
長
よ
り
、
理
事
・
監
事
候
補
者
名
簿

（
案
）
の
承
認
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ

ろ
、
異
議
無
く
原
案
通
り
承
認
。

　

（
３�

）
新
会
長
、
副
会
長
、
専
務
理
事
の
紹

介

　
　

�　

議
長
よ
り
、
定
款
第
13
条
第
２
項
に
よ

り
、
会
長
、
副
会
長
、
専
務
理
事
の
選
任

は
理
事
の
互
選
と
な
る
旨
報
告
が
あ
り
５

分
間
の
協
議
時
間
を
と
り
、
下
記
の
通
り

選
任
。

　
　
　

会　

長　
　

永
井　

髙
志

　
　
　

副
会
長　
　

水
野　

功

　
　
　
　

〃　
　
　

岩
下　

世
志

　
　
　
　

〃　
　
　

青
木　

信
幸

　
　
　
　

〃　
　
　

仁
丹　

基
介

　
　
　
　

〃　
　
　

板
坂　

克
則

　
　
　

専
務
理
事　

寺
門　

巳
知
男

　
◆ 

第
３
号
議
案 

◆

　

（
１
）
平
成
27
年
度
事
業
計
画
（
案
）

　
　

�　

資
料
に
基
づ
き
寺
門
専
務
理
事
よ
り
事

業
計
画
（
案
）
の
説
明
。

　

（
２
）
平
成
27
年
度
収
支
予
算
（
案
）

　
　

�　

資
料
に
基
づ
き
寺
門
専
務
理
事
よ
り
収

支
予
算
（
案
）
の
説
明
。

　
　

�　

議
長
は
、
第
３
号
議
案
の
平
成
27
年
度
事

業
計
画
（
案
）
、
平
成
27
年
度
収
支
予
算

（
案
）
に
つ
い
て
の
議
決
に
つ
い
て
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
満
場
異
議
な
く
原
案
通
り
承
認
。

　
　

�　

議
長
は
、
以
上
を
持
っ
て
本
総
会
提
出

議
案
の
す
べ
て
を
審
議
頂
き
原
案
通
り
可

決
し
た
こ
と
を
報
告
し
、
全
会
員
の
協
力

に
感
謝
し
て
降
壇
し
た
。

６�

．退
任
役
員
及
び
相
談
役・顧
問

へ
感
謝
状
並
び
に
記
念
品
贈
呈

　

�　

永
井
新
会
長
よ
り
、
退
任
理
事
、
監
事
、

相
談
役
、
顧
問
の
皆
様
へ
感
謝
状
及
び
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

�　

佐
々
木
良
一
殿
、
石
田
定
雄
殿
、
伊
勢
谷

正
男
殿
、
末
永
浩
毅
殿
、
佐
瀬
陽
次
殿
、
須

藤
敏
文
殿
、
田
村
慎
一
殿
、
故�

針
生
忠
二
殿

（
代
理
針
生
謙
一
郎
殿
）
亀
岡
兵
太
郎
殿
、

小
川
徳
男
殿

　
◆ 

退
任
役
員
代
表
挨
拶 

◆

　
　

�　

役
員
退
任
者
を
代
表
し
て
、
佐
々
木
前

会
長
よ
り
挨
拶
。

７
．
閉
会
の
こ
と
ば

　
　

仁
丹
副
会
長
よ
り
、
閉
会
の
挨
拶
。
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設
立
時
に
は
82
社
で
あ
っ
た
会
員
も
、
今

で
は
７
１
４
社
と
な
り
５
５
０
０
車
両
、

１
５
０
０
０
名
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
実
に
10
倍

も
の
組
織
へ
と
躍
進
を
遂
げ
て
お
り
ま
す
。

　

�　

こ
れ
ま
で
に
多
く
の
施
策
実
行
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
特
に
「
教
育
・
認
定
制
度
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
土
交
通
省
様
か
ら
後

援
を
頂
き
全
国
で
の
べ
４
３
２
名
の
認
定
者

が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　

�　

公
道
を
職
場
と
す
る
我
々
に
と
っ
て
は
、

教
育
制
度
の
充
実
は
す
な
わ
ち
業
界
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
社
会
的
責
任
を
果
た

す
も
の
で
御
座
い
ま
す
。
こ
れ
は
業
界
の
地

位
の
向
上
に
も
寄
与
す
る
も
の
だ
と
私
は
確

信
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

�　

現
在
、
国
内
の
経
済
は
昨
年
末
に
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
衆
院
選
が
与
党
の
圧
勝
に
終

わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
政
権
は
今
後
景
気
回

復
策
や
株
高
政
策
を
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
第
二

幕
と
し
て
一
段
と
押
し
進
め
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

�　

一
方
、
２
０
１
４
年
の
国
内
新
車
販
売
台

数
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
前
年
比
で
は
３
・

５
％
増
の
５
５
６
万
台
で
あ
る
も
の
の
、
４

月
以
降
の
期
で
見
れ
ば
消
費
税
増
税
の
反
動

に
よ
り
前
期
比
３
％
減
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
新
車
の
需
要
は
我
々
自
動
車
産
業
に

と
っ
て
の
大
き
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
す
、
し
か

し
な
が
ら
こ
れ
は
消
費
税
や
自
動
車
諸
税
の

変
革
、
少
子
高
齢
化
等
に
よ
る
需
要
環
境
の

変
化
、
商
品
展
開
な
ど
に
大
き
く
変
化
さ
れ

る
可
能
性
も
あ
り
、
今
年
も
激
動
の
年
に
な

る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

�　

日
本
の
物
作
り
の
代
表
で
あ
る
自
動
車
産

業
は
日
本
経
済
の
中
核
を
担
っ
て
お
り
、
生

産
と
販
売
を
結
ぶ
我
々
陸
送
事
業
者
は
、
そ

の
自
動
車
産
業
を
支
え
る
非
常
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

�　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
自
動
車
の
電
動
化
、
自

動
化
と
陸
送
事
業
は
大
き
な
変
革
期
を
迎
え

て
お
り
ま
す
が
、
社
会
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
し

そ
れ
に
順
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
で
、
一
層
の
発
展
を
遂
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

�　

会
員
の
皆
様
に
自
分
た
ち
が
日
本
経
済
を

支
え
て
い
る
と
い
う
誇
り
を
持
っ
て
頂
け
る

よ
う
、
そ
し
て
、
日
本
の
自
動
車
産
業
発
展

に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
に
一
段
高
い
取

り
組
み
を
進
め
一
丸
と
な
っ
て
努
力
を
し
て

参
り
ま
し
ょ
う
。

　

�　

平
成
27
年
度
の
協
会
取
り
組
み
事
項
と
し

て
は
、
歴
史
あ
る
50
年
の
活
動
施
策
を
盤
石

に
一
層
進
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
尽
き
ま

す
。

　

�　

ま
ず
、
物
流
事
業
者
と
し
て
の
最
優
先
課

題
は
交
通
事
故
、
労
働
災
害
の
防
止
で
す
。

　

�　

具
体
的
に
は
、
「
教
育
・
認
定
制
度
」
の

充
実
と
進
化
を
遂
げ
、
会
員
相
互
で
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
積
載

車
に
お
け
る
不
安
全
作
業
環
境
の
改
善
は
ド

ラ
イ
バ
ー
の
安
全
確
保
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
観
点
か
ら
非
常
に
重
要
な
位
置
づ
け
で

あ
る
と
認
識
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

�　

我
々
事
業
者
の
自
覚
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
生
産
販
売
会
社
様
の
ご
理
解
も
賜
り

な
が
ら
今
年
度
は
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
「
陸
送
事
業
概
況
調
査
」
に
つ
き

ま
し
て
は
頂
い
た
デ
ー
タ
ー
か
ら
の
分
析
を

諮
り
、
ト
ラ
ッ
ク
協
会
様
や
他
産
業
様
と
の

１
．�

開
会
の
こ
と
ば

　

水
野
副
会
長
よ
り
、
開
会
の
挨
拶
。

�

２
．
永
井
新
会
長
挨
拶

　

�　

本
日
の
、
理
事
会
、
通
常
総
会
に
て
皆
様

の
決
議
を
賜
り
前
会
長
の
佐
々
木
様
の
後
任

と
し
て
日
本
陸
送
協
会
会
長
を
拝
命
致
し
ま

し
た
永
井
髙
志
で
御
座
い
ま
す
。

　

�　

本
日
は
、
大
変
お
忙
し
い
中
私
共
の
日
本

陸
送
協
会
創
立
50
周
年
記
念
式
典
、
及
び
祝

賀
会
に
こ
の
よ
う
に
多
く
の
方
々
に
ご
出
席

を
頂
き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
会
員
、
自
動
車
関
連
業
界
の
皆
様

方
に
加
え
、
日
頃
か
ら
我
々
陸
送
協
会
活
動

に
ご
理
解
を
頂
い
て
降
り
ま
す
、
国
土
交
通

省
の
皆
様
に
も
多
数
ご
参
加
頂
き
熱
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

�　

協
会
設
立
時
に
は
８
１
２
万
台
で
あ
っ
た

日
本
の
自
動
車
保
有
台
数
も
、
現
在
で
は

８
０
０
０
万
台
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
日
本
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
が

自
動
車
産
業
の
発
展
を
支
え
る
よ
う
な
形

で
、
そ
の
物
流
を
担
っ
て
き
た
の
が
協
会
加

盟
の
会
員
企
業
の
皆
様
で
し
た
。

　

�　

本
日
こ
こ
に
お
越
し
頂
い
た
皆
様
と
、
創

立
50
周
年
と
い
う
大
変
記
念
す
べ
き
式
典
を

も
て
ま
す
こ
と
は
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、

一
方
で
そ
の
重
大
な
使
命
と
責
任
を
痛
感
し

て
い
る
し
だ
い
で
御
座
い
ま
す
。

　

�　

さ
て
、
日
本
陸
送
協
会
は
昭
和
35
年
に

日
本
自
動
車
陸
送
業
経
営
者
懇
談
会
と
し

て
発
足
し
、
昭
和
40
年
に
現
在
の
日
本
陸
送

協
会
と
し
て
新
た
に
誕
生
致
し
ま
し
た
。

創
立
50
周
年
記
念
式
典

創
立
50
周
年
記
念
式
典
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比
較
に
よ
り
強
み
弱
み
を
掌
握
し
て
参
り
ま

す
。
そ
し
て
そ
れ
を
会
員
皆
様
の
経
営
指
標

に
役
立
て
て
頂
く
と
同
時
に
、
問
題
課
題
に

つ
い
て
は
関
係
省
庁
様
、
諸
団
体
様
へ
の
ご

理
解
頂
く
こ
と
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境

や
条
件
の
改
善
に
繋
げ
て
参
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

�　

次
に
、
地
域
社
会
で
の
安
定
し
た
地
位
確

立
の
た
め
に
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
必
須

要
件
と
な
り
ま
す
。
先
頃
発
刊
と
な
り
ま
し

た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は

会
員
の
皆
様
ご
自
身
が
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
て
頂
く
こ
と
が
出
来

ま
す
の
で
、
今
年
度
は
運
用
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
、
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を

諮
っ
て
参
り
ま
す
。

　

�　

次
に
、
地
域
社
会
の
安
心
の
提
供
で
す
、

企
業
で
言
う
Ｃ
Ｓ
Ｒ
つ
ま
り
社
会
的
責
任
を

協
会
と
致
し
ま
し
て
も
積
極
的
に
展
開
を

し
、
あ
ら
ゆ
る
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
交
通
安

全
、
労
働
災
害
防
止
等
の
安
全
活
動
に
加
え

地
域
社
会
へ
の
安
心
活
動
へ
も
、
注
力
を
し

て
参
り
ま
す
。

　

�　

我
々
の
使
命
は
お
客
様
が
安
心
し
て
仕
事

を
任
せ
ら
れ
る
企
業
体
に
な
る
こ
と
で
御
座

い
ま
す
。

　

�　

そ
の
為
に
、
１
５
０
０
０
名
の
ド
ラ
イ

バ
ー
一
人
一
人
が
営
業
マ
ン
で
有
る
と
考

え
、
お
客
様
お
一
人
お
一
人
に
対
し
て
付
加

価
値
を
い
か
に
生
み
出
せ
る
か
を
考
え
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

�　

日
本
全
国
を
縦
横
に
展
開
す
る
毎
日
、
何

よ
り
安
全
に
確
実
に
商
品
を
お
届
け
、
且
つ

地
域
社
会
の
皆
様
か
ら
い
か
に
存
在
意
義
を

高
く
認
め
て
頂
け
る
か
、
そ
れ
が
陸
送
事
業

に
対
す
る
期
待
感
と
、
我
々
の
誇
り
に
繋
が

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

�　

会
員
全
員
が
安
全
、
安
心
、
そ
し
て
サ
ー

ビ
ス
へ
の
志
を
高
く
持
つ
と
同
時
に
、
協
会

と
し
て
も
教
育
技
術
の
進
化
に
向
け
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
し
て
参
り
ま
す

　

�　

こ
れ
ら
の
趣
旨
策
を
全
う
す
る
た
め
に
は

よ
り
一
層
本
部
、
支
部
間
、
会
員
間
の
連
携

が
必
要
と
な
っ
て
参
り
ま
す
。
本
部
事
務
局

機
能
の
強
化
と
委
員
会
組
織
を
見
直
し
強
化

し
、
協
会
組
織
を
修
練
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
会
員
皆
様
に
は
な
に
と
ぞ

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

�　

本
日
の
記
念
式
典
に
は
、
ご
多
忙
の
折
多

く
の
皆
様
に
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ

に
こ
う
し
て
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
の
も
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
に
相
違
御

座
い
ま
せ
ん
。

　

�　

只
今
よ
り
創
立
50
周
年
記
念
映
像
を
ご
覧

頂
き
ま
す
が
、
大
変
懐
か
し
い
当
時
の
映
像

を
是
非
ご
覧
下
さ
い
ま
せ
、
過
去
50
年
の
歴

史
を
踏
ま
え
本
日
よ
り
新
し
い
50
年
の
歴
史

の
ペ
ー
ジ
を
刻
む
こ
と
と
な
る
日
本
陸
送
協

会
は
、
協
会
に
大
方
針
で
あ
る
「
経
営
の
安

定
」
「
業
界
の
地
位
向
上
」
目
指
し
て
活
動

を
し
て
参
り
ま
す
。

　

�　

本
日
こ
こ
に
改
選
さ
れ
ま
し
た
新
役
員
理

事
の
方
は
も
と
よ
り
、
会
員
企
業
の
皆
様
と

共
に
業
界
一
丸
と
な
っ
て
自
動
車
産
業
発
展

に
貢
献
し
て
い
く
所
存
で
御
座
い
ま
す
。

　

�　

終
わ
り
に
あ
た
り
会
員
企
業
皆
様
の
益
々

の
ご
繁
栄
と
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
関
係
省

庁
様
、
諸
団
体
様
の
さ
ら
な
る
ご
発
展
を
心

よ
り
祈
念
し
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

　

�　

ご
静
聴
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

３�

．
創
立
50
周
年
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

上
映

４
．
来
賓
祝
辞

〈 

国
土
交
通
省 

自
動
車
局
長 

田
端
浩
様
の
祝

辞
〉

　

�　

本
日
は
一
般
社
団
法
人
日
本
陸
送
協
会
の

創
立
50
周
年
記
念
式
典
に
お
招
き
頂
き
ま
し

て
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
貴
協
会
及
び

本
日
お
集
ま
り
の
皆
様
方
日
頃
よ
り
国
土
交

通
行
政
に
御
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
増
し
て

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

�　

貴
協
会
は
昭
和
30
年
代
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
進
展
と
共
に
、
輸
送
需
要
と
輸
送

体
制
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
る
状
況
か

ら
、
陸
送
業
界
を
秩
序
あ
る
形
に
位
置
付
け

る
た
め
に
昭
和
40
年
６
月
に
社
団
法
人
と
し

て
設
立
・
認
可
を
受
け
現
在
ま
で
の
50
年
の

間
陸
送
業
の
適
正
な
運
営
及
び
公
正
な
競
争

を
確
保
と
言
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
業
の
健

全
な
発
展
を
促
進
さ
れ
た
結
果
陸
送
業
界
の

輸
送
秩
序
の
確
保
、
ま
た
安
全
の
確
保
に
つ

き
ま
し
て
多
大
な
貢
献
を
し
て
頂
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

�　

陸
送
業
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ー
の
車
の
積
載
に

非
常
な
高
度
の
技
術
が
必
要
で
あ
る
等
、
非

常
に
神
経
を
使
う
仕
事
環
境
で
あ
り
ま
し

て
、
ま
た
そ
の
人
材
も
優
秀
な
技
能
者
で
有

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
近
年
人
材
確
保

が
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
承
知
を
致
し
て
お

り
ま
す
。

　

�　

自
動
車
局
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
の
輸
送

を
支
え
る
労
働
力
の
確
保
に
対
応
し
て
い
く

為
に
昨
年
１
月
に
局
内
に
自
動
車
運
送
事
業

等
の
人
材
の
確
保
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
上
げ
外
部
の
有
識
者
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
検
討
を
行
い
、
昨
年
の
７
月
対
策
を
公

表
し
た
と
こ
ろ
で
御
座
い
ま
す
。

　

�　

国
土
交
通
省
と
致
し
ま
し
て
も
、
業
界
の

皆
様
方
と
連
携
を
図
り
必
要
な
施
策
に
対
し

て
制
度
改
正
、
あ
る
い
は
支
援
を
行
っ
て
参

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

�　

次
に
、
回
送
運
行
許
可
制
度
で
は
御
座
い

ま
す
が
、
先
程
の
ビ
デ
オ
で
も
詳
し
く
ご
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。
回
送
運
行
許
可
の
有
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効
期
間
が
、
現
在
、
法
律
で
５
年
と
さ
れ
て

お
り
ま
し
て
回
送
運
送
業
者
の
使
用
す
る
回

送
運
行
許
可
証
及
び
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は

最
長
１
年
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
般
、
回

送
運
行
事
業
者
の
さ
ら
な
る
事
務
負
担
の
軽

減
、
事
業
活
動
の
円
滑
化
の
観
点
か
ら
、
回

送
運
行
許
可
証
の
有
効
期
間
の
延
長
及
び
許

可
証
の
返
納
の
運
用
期
間
の
延
長
を
行
う
法

律
の
改
正
案
を
、
本
国
会
に
提
出
を
す
る
予

定
で
御
座
い
ま
す
。

　

�　

ま
だ
こ
の
中
身
に
つ
き
ま
し
て
は
担
当
の

方
か
ら
ご
説
明
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
貴
協
会
に
お
い
て
は
、
陸
送
業

に
従
事
致
し
ま
す
ド
ラ
イ
バ
ー
や
、
運
行
管

理
者
を
対
象
と
致
し
ま
し
た
「
教
育
・
認
定

制
度
」
の
推
進
を
図
り
、
交
通
事
故
防
止

や
、
作
業
事
故
防
止
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結

果
こ
れ
ま
で
４
０
４
名
の
運
転
手
が
認
定
を
受

け
て
お
ら
れ
、
陸
送
業
界
の
全
体
の
安
全
の
向

上
に
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

�　

国
交
省
に
お
き
ま
し
て
も
自
動
車
運
送
事

業
の
安
全
確
保
対
策
事
業
と
し
て
、
Ｋ
Ｓ
Ｖ

や
メ
デ
ィ
カ
ル
式
運
行
記
録
計
の
導
入
支
援

等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
貴
協
会
の
「
教

育
・
認
定
制
度
」
と
相
ま
っ
て
よ
り
一
層
の

運
送
の
安
全
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
取
り

組
み
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

�　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
貴
協
会
の
国
土
交

通
行
政
に
対
し
、
引
き
続
き
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
と

と
も
に
、
会
員
各
位
の
益
々
の
ご
発
展
並
び

に
本
日
お
集
ま
り
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
祈
念
致
し
ま
し
て
私
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

�　

本
日
は
、
誠
に
お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。

〈 

一
般
社
団
法
人 

日
本
自
動
車
工
業
会 

常
務
理

事 

内
藤
政
彦
様
の
祝
辞
（
内
容
は
省
略
）
〉

〈 

全
日
本
自
動
車
産
業
労
働
組
合
総
連
合
会 

会

長 

相
原
康
伸
様
の
祝
辞
（
内
容
は
省
略
）
〉

５
．
功
労
者
表
彰

〈 

永
井
会
長
よ
り
、
協
会
本
部
役
員
と
し
て
、

当
協
会
の
発
展
に
長
年
に
亘
り
尽
力
を
頂
き

ま
し
た
、
２
名
の
方
を
表
彰
。
〉

　

・
愛
知
車
輌
興
業
株
式
会
社�

会
長�

　
　
　

石
田　

定
雄　

様

　

・
株
式
会
社�

浜
名
ワ
ー
ク
ス�

常
勤
監
査
役

　
　
　

田
村　

慎
一　

様

〈 

当
協
会
の
支
部
の
事
務
局
長
と
し
て
、
長
年

に
亘
り
貢
献
さ
れ
た
５
名
の
事
務
局
長
を
表

彰
。
〉

　

・�
北
海
道
支
部　

�

事
務
局
長�

松
田�

雅
美�

様

　

・�

北
陸
信
越
支
部�

事
務
局
長�

笹
谷�

吉
之�

様

　

・�

関
東
支
部　
　

�

事
務
局
長�

大
沼�

光
廣�

様

　

・�

近
畿
支
部　
　

�
事
務
局
長�

守
屋�

邦
男�

様

　

・�

中
国
支
部　
　

�
事
務
局
長�

川
田�

孝
之�

様

６
．
記
念
講
演

〈 

国
土
交
通
省 

国
土
交
通
審
議
官 

武
藤
浩
様
よ

り
、「
国
土
交
通
行
政
に
つ
い
て
」の
講
演
〉

　

�　

日
本
陸
送
協
会
50
周
年
本
当
に
お
め
で
と

う
御
座
い
ま
す
。
長
い
歴
史
を
日
本
経
済
と

歩
ま
れ
た
こ
と
、
今
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
大
変
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
。

　

�　

ま
た
、
永
井
会
長
を
始
め
日
本
陸
送
協
会

の
方
々
に
は
常
日
頃
国
土
交
通
行
政
へ
の
ご

理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
本
当
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。
業
界
と
寄
り
添
っ
て
私
共

も
仕
事
を
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
を
致
し
ま
す
。

　

�　

引
き
続
き
、
講
演
資
料
に
よ
り
30
分
間
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

７
．
閉
会
の
こ
と
ば

〈
仁
丹
副
会
長
よ
り
、
閉
会
の
挨
拶
〉
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日　時／平成27年１月15日（木）
場　所／ＪＲ貨物　隅田川駅
内　容／
　①　鉄道輸送コンテナ情報管理について
　　・日本通運「鉄道コンテナＮＡＶＩ」について
　　・�日本貨物鉄道「コンテナ情報管理システム」

について
　②現場視察
　　・日本貨物鉄道　隅田川駅
　　　�　当日はみぞれ混じりの雨が降る中、陸送協

会は佐々木会長を始め12名、自工会は19名の
参加があり行われました。

　　　�　開催にあたりＪＲ貨物営業部麦谷副部長の
挨拶、その後自工会流通輸送部会・浅香副部
会長より開会の挨拶がありました。

　　　�　始めに、座学によるＪＲ貨物の情報管理シ
ステム・駅構内でのフォークリフトでの作業
状況及びコンテナ作業状況の見学・日本通運

による「鉄道コンテナＮＡＶＩ」についての
説明が行われた後質疑応答の時間がもたれ
た。

　　　�　最後に、佐々木会長より閉会の挨拶が行わ
れ終了した。

	

中
部
支
部

「
教
育
・
認
定
制
度
」

第
４
回
運
行
管
理
者
教
育

１
．
日　

時
／
平
成
27
年
１
月
26
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

10
時
～
17
時
45
分

２
．
場　

所
／
愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち

３
．
受
講
生
／
８
名

　
受
講
生
の
感
想

・�

点
呼
実
技
が
と
て
も
為
に
な
っ
た
。
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
危
険
予
知
を
も
っ
と
反
映
し
て

い
き
た
い
。

・�

運
行
管
理
者
と
し
て
の
業
務
の
重
大
さ
を
改

め
て
感
じ
る
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
た
。
点

呼
は
最
後
の
砦
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

今
回
の
教
育
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
行
し
て
い

き
た
い
。

・�

他
社
の
方
と
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
色
々
な

意
見
が
聞
け
て
良
か
っ
た
。

・�

点
呼
に
つ
い
て
改
め
て
大
切
さ
を
知
り
、
自

分
の
点
呼
で
足
り
な
い
部
分
が
見
え
ま
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
受
講
者
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

支
部
だ
よ
り

（一社）日本自動車工業会
（一社）日 本 陸 送 協 会 との 合同研修会

平成
26

年度
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事
務
局
日
誌

経過報告
 1 /15　自動車工業会との合同研修会
 1 /22　１月定例理事会
 1 /26　中部支部「教育・認定制度」
　　　　運行管理者教育
 2 /19　臨時理事会
 2 /19　通常総会
 2 /19　創立50周年記念式典・祝賀会
 2 /27　九州支部総会

今後の予定
 3 / 2 　四国支部総会
 3 / 4 　北海道支部総会
 3 /19　正副会長会議
 4 /10　 「教育・認定制度」
　　　　運行管理者トレーナー教育
 4 /22　関東支部総会
 4 /27　正副会長会議
 4 /27　４月臨時理事会
 4 /27　自動車総連との産業労使会議

入
退
会
情
報

入　　会
　平成27年1月　㈱ホンダロジスティクス　輸送事業部　広島営業所
　平成27年1月　㈱ホンダロジスティクス　九州営業所
　平成27年1月　㈱ベストトランスポート　三重営業所
退　　会
　平成27年2月　㈱那須商会　川西事業所
　平成27年2月　㈱那須商会　滋賀事業所

理 事 会 だ よ り

１月定例理事会

１．月　日　　平成27年1月22日（木）

２．会　場　　東京都トラック総合会館

３．議　題
　　（審議事項）
　　１．創立50周年記念ＤＶＤの視聴
　　２．平成26年度通常総会について
　　　・�平成26年度事業報告及び平成26年度決算報

告について
　　　・�平成27年度事業計画（案）及び平成27年度

収支予算（案）について
　　　・役員の改選について
　　　・相談役及び顧問の改選について

　　３．�平成26年度通常総会及び創立50周年記念事
業について

　　４．日本陸送協会の会員の入退会について
　　５．会費徴収規定の改正について


